Author\u27s Book Review: reon no kyuhyakurokujunen seisho kenkyu (Study of the Leon Bible of 960) by 毛塚 実江子
121
　スペインの古都レオンのサン・イシドーロ王立参事会聖堂に所蔵されている 960 年の年記をも

























































































　『960 年聖書』が制作された 10 世紀のイベリア半島では、多数の作例が現存する黙示録註解写
本群（ベアトゥス写本）に、福音書記者の肖像やヒエロニムスによるダニエル書註解が挿入さ
れるなど、写本挿絵は大きな転換期を迎えていた。図像やテキスト系統の共通点から『960 年聖
書』とこれらの黙示録写本とが近しい状況にあったとされる。『960 年聖書』において「書誌目録」
一覧が挿入され、予型論的な解釈を可能とする図像が繰り返し描かれたこと、そしてそもそもの
同聖書写本制作の背景に、旧約・新約両聖書を収める一巻本聖書が切実に望まれていたことが改
めて明らかになった。
　本著は、邦文での初めての同写本モノグラフ研究であり、中世初期の聖書写本の対観表研究を
まとめた基礎的な内容を含む。著者にとっては『960 年聖書』研究の出発点であり、数々の課題
は残るものの、新しい視点による研究方法を試みられた点が最大の成果であったといえる。
